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図 1.3-2(1)今回想定した主要活断層帯の地震の震源断層モデルと主要活断層帯の位置図 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1.3-2(2) 糸魚川－静岡構造線断層帯における各断層モデルの範囲（簡易表示） 
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北部・中部
（M8.1, 長さ110km）

北部２ 中部２

① 長野盆地西縁断層帯 

③ 糸魚川-静岡構造線断層帯（北側） 

（北部１＋北部２＋中部１） 

④ 糸魚川-静岡構造線断層帯（南側） 

（中部２＋南部１＋南部２） 

② 糸魚川-静岡構造線断層帯（全体） 

⑤ 伊那谷断層帯（主部） 

⑥ 阿寺断層帯（主部南部） 

⑦ 木曽山脈西縁断層帯（主部北部） 

⑧ 境峠・神谷断層帯（主部） 
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タイプライターテキスト
（出典：「第３次長野県地震被害想定調査報告書」長野県）
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